
4.1.N	 ナノテクノロジー・材料

4.1.N1	エネルギー・環境応用

4.1.N1.01　次世代太陽電池

領域の定義

太陽光エネルギーを高効率かつ低コストで直接電気エネルギーに変換するデバイスの材料開発に関する
研究開発領域である。全世界的なカーボンニュートラルに向けて、大規模普及が進むシリコン系太陽電
池の高性能デバイス化技術や移動体やビルなどの従来導入が困難だった用途への次世代材料の研究開
発課題があげられる。また、今後大量に廃棄される太陽電池セルのリサイクル技術も重要な研究開発課
題である。

図4.1-N1.01-1　次世代太陽電池領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 239CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.01-2　次世代太陽電池領域における論文数の動向②

240 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.01-3　次世代太陽電池領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 241CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N1.02　蓄電池

領域の定義

電気エネルギーを化学エネルギーに変換・貯蔵するデバイスである蓄電池を対象とする。モビリティ、
グリッドなど拡大する用途に応じて、容量、エネルギー密度、充放電速度などに関して様々な材料やデ
バイスの開発課題が存在する。先端リチウムイオン電池のほか、次世代電池候補であるリチウム金属負
極電池、リチウム硫黄電池、リチウム空気電池、リチウム全固体電池、ナトリウムイオン電池、フッ化
物電池、マグネシウム金属電池などを主に取り扱う。

図4.1-N1.02-1　蓄電池領域における論文数の動向①

242 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.02-2　蓄電池領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 243CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.02-3　蓄電池領域における特許ファミリー件数の動向

244 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N1.03　電解・燃料電池

領域の定義

再生可能エネルギーを中長期かつ大規模に変換・貯蔵・利用することを可能にするデバイスである電
解・燃料電池に関する研究開発領域である。再生可能エネルギーを駆動力として、水素・アンモニア・
有機ハイドライドなどのエネルギーキャリアや、CO2を原料として燃料や化成品を合成・利用するため
の触媒開発、電気化学プロセス、人工光合成技術などの研究開発課題がある。

図4.1-N1.03-1　電解・燃料電池領域における論文数の動向①

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 245CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.03-2　電解・燃料電池領域における論文数の動向②

246 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.03-3　電解・燃料電池領域における特許ファミリー件数の動向

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 247CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.N1.04　分離技術

領域の定義

分離技術とは、混合物から目的成分を取り出す、または不要物を取り除く技術に関する研究開発領域
である。化学プロセスにおいて目的成分を低環境負荷・低エネルギーで取り出す技術、火力発電所や
工場などから生じるCO2や大気中のCO2の分離、グリーン水素の分離・精製、海水の淡水化や排水か
らの有用物回収、鉱物資源や都市鉱山からの目的金属の分離、医療用途（人工透析、酸素濃縮）など
幅広い産業の基盤となっている技術である。環境保全、資源循環型社会の実現のためにも重要な技術
である。

図4.1-N1.04-1　分離技術領域における論文数の動向①

248 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.04-2　分離技術領域における論文数の動向②

CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 249CRDS-FY2025-FR-01

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-N1.04-3　分離技術領域における特許ファミリー件数の動向

250 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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